
 

第４学年 総合的な学習の時間 学習指導案 
授業者：伊 藤  賢 司 
会場：第二校舎３階４年１組教室 
対象：４年１組２７名 

                 
１ 単元名 「〇〇な給食メニューを考えよう」 

  

２ 単元の目標 

知識及び技能 
学校給食にはいろいろな食品が使われていること、日常で食べている食品、料
理の名前、栄養素や栄養バランスについて理解する。 

思考力，判断力，表現力等 食品に含まれる栄養素やそのはたらきを考え、適切な選択をしようとする。 

学びに向かう力，人間性等 

食事に興味・関心をもち、健全な日常生活の基盤を支えるために、自ら給食の

メニューを考えたり、全校に広めたりして栄養バランスに配慮した食生活を実

践しようとする。 

 

３ 単元の評価規準 

 単元の評価規準 

知識・技能 

①食事の重要性や栄養素、栄養バランスなどについて調べて分かったことを、メニュー作りに

生かそうとしている。 

②友達と協力しながらグループでテーマに沿ったメニューを作ろうとしている。 

思考・判断・表現 

①メニュー作りにおいて、健康な生活や健全な食生活を送るために、適切な食を選択しようと

している。 

②活動をして学んだことを、全校に向けて様々な方法で表現し、発信しようとしている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①学校給食や食事、食材に関心をもち、栄養バランスに配慮した給食のメニュー作りにすすん

で取り組もうとしている。 

②学習や体験を通して得た知識や栄養士の意見、自分と異なる友達の考えを生かしながら、協

働して課題解決に取り組もうとしている。 

 
４ 研究テーマと本単元のつながり 
（１）児童の実態 
①教師の見取り 

本学級の児童は給食を食べることが好きな児童が多く、友達との会話を楽しみながら和やかに食事をしてい
る。「今日の給食は何だろう」と休み時間に話している児童もいる。しかし、食材やメニューによって、残飯が
増え、完食できない児童も多くなる。本単元では、児童が自らの食生活に興味をもち、自分にとって必要な量
の食事をバランスよく食べる意欲を高めていくとともに、好き嫌いなく食べることが重要であることを知り、
実践する意欲を高めていきたい。 

 
  ②実態調査（アンケート）からの考察 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  （ア）の結果から、第４学年児童の約 80％の児童が、給食で好き嫌いがあることが分かる。その内訳として、
ラーメンや揚げパンなどのメイン料理、イカの竜田揚げなどの揚げ物料理が好まれる。一方で、きのこ類や野
菜、魚などを苦手とすることが分かった。また、（イ）の結果から、「苦手なメニューな食材を食べられるよう
になりたい」と思う児童が、第４学年児童の約 90％であることが分かる。このことから、食材の調理方法や栄
養に焦点を当て、クラスで決めたテーマに合う魅力的な給食メニューを考える活動を通して、学んだことを実
生活に生かそうとする態度を養っていきたい。 

 



 

 （２）中学年分科会が本単元で目指す具体的な児童の姿 
 
 
 
 
 
 
 
 （３）研究テーマにおける教材観 

【自らすすんで学び続ける児童の育成】 
   本単元で扱う教材は、児童が日常的に接している「食」を題材としている。食事の写真やメニュー例、食品の

組み合わせカードなど、視覚的に分かりやすい教材は４年生にとって理解がしやすく、自らすすんで学び続ける
ことにつながる。また、同じ食材でも味付けや調理法を変えた例を挙げることで、自らの苦手な食材に対する抵
抗感を軽減しながら学習に取り組むことができる。また、苦手な食材に対する自分と友達との感じ方を交流する
ことで、多様な見方に触れる機会となり、食に対する理解が深まると考えられる。苦手な食材を「どうすれば食
べやすくなるか」「どんな工夫ができるか」を考えることで食に向き合う主体的は態度を育んでいきたい。また、
児童が自らの食生活を見つめ、苦手な意識のある食材に対しても前向きに向き合おうとする姿勢を育んでいきた
い。 

  
  【研究テーマ「Smile プロジェクト～一人ひとりの良さを大切に、お互いの良さを認め合い、みんなで笑顔にな

る Well being な学校生活を送るために～」】 
   Well beingな生活の実現のためには、生涯を通して食生活への関心を深め、健康的な食事を自らが選択してい

くことが必要である。本単元では、それぞれの食材の栄養や体への働きを知ったり、苦手な食材はどうしたら食
べられるようになるか方法を考えたりすることが、児童の Well beingに繋がると考える。「健康のためにどんな
食材を食べたらよいか。」「どんな方法で食べられるか。」を判断していく力を少しずつ身に付けていけるよう、本
単元では食材の知識を増やすこと、食べることに興味をもつことを目指して授業を展開していきたい。また、給
食のメニュー開発にも目を向けさせることで、自分の健康だけでなく周りの人たち（今回は主に他学年児童）に
も Well beingを広め、みんなで健康的な学校生活を送ろうとする気持ちを育みたい。 

 
（４）その他 

本校では給食の残飯が多く見られ、偏食の多い児童も見られる。食育を通して、より健康な児童になってほし

いと考えている。そのためには、系統的な学習が必要だと考えた。低学年では体験的な学習、中学年では食への

関心を高める学習、高学年では内容を深めていく学習を大切にし、学習内容を考え、配列した。 

   この系統性を踏まえ、４年生では、食への興味・関心を広げるために、身近な学校給食のメニューを考えるこ

とを活動に入れることとした。高学年では家庭科を中心に知識・技能の習得が求められる。そのためより意欲的

に学習内容を深めていけるよう、児童が学習したことを活用して、栄養士からの助言と共に、「食べる人にこん

な健康な姿になってもらいたい」という願いや思いをもって給食のメニュー作りをしていく学習過程を考えた。 

 

５ 研究主題に迫るための手だて 

 （１）“ひと” ～発問、言葉掛けの工夫、教師の関わり方 等～ 

①言葉掛け 

児童が挙手や発言をしたり、自分の考えたメニューを意欲的にワークシートに書き込んだり、積極的に友達と

意見を交流させたりする様子が見られたときには、その都度称賛の言葉掛けをし、自信をもって学習に取り組め

るようにしていく。また、「給食のメニュー作りではどんなことを考えるとよかったかな？」「給食づくりで大切

な要素はしっかり入っているかな？」など、具体的に思考を促す発問をすることで、児童が自ら深く考えること

をねらう。 

  

第 1学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

「すききらいせ

ずなんでもたべ

よう」 

・いろいろな食

材を食べる。 

・自分の食事（給

食）を振り返

る。 

・おにぎりの日 

「野菜のパワー

の秘密を探れ」 

・自分で育てた

野菜を食べる。 

・食事が元気な

心と体をつく

る。 

・おにぎりの日 

「枝豆博士にな

ろう」 

・地域の野菜を

収穫して味わ

う。 

・地域の農家の

人たちを知る。 

・おにぎりの日 

「○○なメニュ

ーを考えよう」 

・食への興味・関

心を広げる。 

・健康になるた

めの料理を考

える。 

・おにぎりの日 

「食べて元気～

ごはんとみそ

汁～」 

・和食の良さを

知る。 

・オリジナルの

味噌汁を作る。 

・おにぎりの日 

「Smileプロジェ

クト」 

・食の理想と現

実を知る。 

・家庭で実践す

る。 

・おにぎりの日 

食に興味をもち、好き嫌いなく食べることが重要であることを知り、 

自分にとって必要な量の食事をバランスよく食べようとする児童 



 

（２）“もの” ～教材、学習資料、環境の工夫 等～ 

  ①食材や調理方法を選んだり比較したりしやすい環境づくり 

   調理法ごとに写真や掲示資料を作成し、自由に見ることができるようにする。自ら情報を選んだり探したりす

ることができることで主体性を高めていく。 

 

  ②視覚的な教材 

   必要な栄養素が不足すると体にどのような影響が出るのかが分かるような教材を準備する。実際に体にどのよ

うな影響があるのかを知ることで、食を自分事として捉えやすくする。 

  

 

（３）“こと” ～学習との出会い、学習過程、授業デザイン 等～ 

①児童の思いや願いを大切にした学習過程 

   どの食材について探究するか、どのような工夫（味付け、調理法など）について考えるかを自ら選択できるよ

うにすることで学習への主体的な関わりを促していく。 

 

②日常生活とのつながり 

   メニュー作りの時に、自分たちの身近な食事である給食が、何を意識して考えられているのかを栄養士にイン

タビューすることで、日常生活とのつながりをより意識するようにした。それぞれの実践の様子をグループで共

有し、互いのメニューの良さを伝え合うことで、今後の学習により意識的に取り組めるよう考えた。 

 

 

６ 単元の指導と評価の計画 

時 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

段
階 

課題設定 情報収集 整理・分析 まとめ 

学
習
内
容
・
活
動 

学習した内容を

学校全体に広

め、学校給食の

メニューを考え

ていくという単

元の見通しも

つ。 

〇クラスで、給食ではどんなメニューを取り入れた

いかを話し合う。 

〇苦手な食材を「どうすれば食べやすくなるか」「ど

んな工夫ができるか」を考える。 

〇学習についてまとめたメニューを栄養士の高橋さ

んに見てもらい、分析してもらったお話を聞く。 

〇高橋さんのお話をもとにして、給食のメニューは

どのようにして決めているのか、どんな栄養を入

れているのかについて知る。 

〇グループで給食メニューを考えるために、書籍・

インターネットで情報を収集する。👀 

〇クラスの中でグループの提案をプレゼンできるよ

うに、発表準備をする。👀 

〇栄養士の高橋

さんの助言を

もとに、提案

したメニュー

の改善点を考

える。 

〇考えたことを

共有し、さら

に良いメニュ

ーができるよ

うに話し合

う。 

〇自分達が考え

たメニューを

学校全体に周

知するための

方法や内容を

クラスで検討

する。 

〇これまでの学

習を振り返

る。今後、自

分にできるこ

とを考える。 

知
技 

 ①② ①  

思
判
表 

 ① ① ② 

態
度 

① ②   

※👀は、ICT活用場面。 ※評価の計画は、評価規準の番号とリンクしています



                          

 

７ 本時の指導（２/１２時） 

（１） 本時の目標（◎は重点評価） 

◎学校給食や食事、食材に関心をもち、栄養バランスに配慮した給食のメニュー作りにすすんで取り組もうとし

ている。                              【主体的に学習に取り組む態度】 

（２）本時の展開 

時 学習内容 ・児童の反応 ●指導上の留意点  ◎評価（評価方法） 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

  

 

 

 

 

 

 

２０ 

 

 

 

 

 

３０ 

 

 

 

 

 

 

  

 

４０ 

１ 前時までを振り返る。 

 

 

 

 

 

 

２ 苦手な食材に含まれる栄養素につい

て調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 各栄養素にどんな効果があるのか調

べる。 

 

 

 

 

４ 自らの課題を設定する。 

・○○を食べられるようにするには、

どうすればよいのだろうか 

 ・○○をおいしく食べたい！ 

・○○を食べると、どんないいことが

あるのか。 

 

 

 

５ 次時に向けて見通しをもたせる。 

・必要な栄養素が不足することで起こ

る体への影響について考える。 

●前時の振り返りを行い、本時の学習に見通しをもたせ

る。 

●これまでの学習やアンケート結果から、残飯が多い食材

について確認する。 

 

 

 

●扱う食材は児童が自己選択する。 

●情報を収集する。 

●自分で学習方法を選択できるようにする。タブレット端

末、書籍、掲示資料等を準備する。 

●苦手な食材にどんな栄養素が含まれているのかが分かる

資料を準備する。 

 

 

 

●情報を収集する。 

●自分で学習方法を選択できるようにする。タブレット端

末、書籍、掲示資料等を準備する。 

 

 

 

◎学校給食や食事、食材に関心をもち、栄養バランスに配

慮した給食のメニュー作りにすすんで取り組もうとして

いる。       【主体的に学習に取り組む態度】 

 

 

 

 

 

 

●本時の感想を記入する。 

●次時からは必要な栄養素が不足することで起こる体への

影響について考えることを伝える。 

 

 


